
高森東保育園おゆうぎ会

色見保育園おゆうぎ会

高森保育園おゆうぎ会No.629

平成24年

January
1



年頭のごあいさつ

高森町長

草 村　大 成
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成

二
十
四
年
の
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
統
一
地
方
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

皆
様
方
の
熱
い
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
高

森
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

就
任
後
わ
ず
か
七
ケ
月
と
い
う
短
い
期

間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
激
励
ま
た

一
方
で
ご
叱
責
を
い
た
だ
き
な
が
ら
精
一

杯
走
っ
て
き
た
と
い
う
昨
年
で
あ
り
ま
し

た
。

　

一
方
三
月
十
一
日
東
日
本
を
襲
っ
た
大

地
震
は
、
未
曾
有
と
い
う
表
現
を
用
い
ら

れ
る
揺
れ
と
津
波
に
よ
る
大
き
な
被
害
が

発
生
し
、
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
な
ど
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
今
な
お
深
刻
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
数
多
く
の
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
四
年
度
は
私
が
就
任

以
来
初
め
て
年
間
の
予
算
を
編
成
す
る
年

で
も
あ
り
ま
す
が
、
国
に
お
い
て
は
先
の

震
災
に
関
す
る
復
興
予
算
が
最
優
先
事
項

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
は
間
違
い
の

な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
財
政
環
境
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
私
の
「
政
策
集
」
に
お
い
て
明

ら
か
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
「
六
の
挑
戦
」

を
元
に
、
将
来
へ
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と

積
極
的
な
情
報
の
公
開
、
政
策
実
現
の
た

め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
胸
に
、
将
来
の

子
ど
も
た
ち
に
「
誇
れ
る
高
森
町
」
の
実

現
を
目
指
し
て
、
し
っ
か
り
と
先
を
見
据

え
た
予
算
と
し
て
編
成
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
年
が

高
森
町
に
と
り
ま
し
て
、
ま
た
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
よ
り
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　
　
　

平
成
二
十
四
年
元
旦

新しい
　「高森町」へ



謹賀新年

高森町議会
（順不同）

副議長

森 田　　 勝
議　員

後 藤　英 範

三 森　義 高

甲 斐　正 一

立 山　広 滋

芹 口　誓 彰

興 梠　壽 一

後 藤　三 治

宇 藤　康 博

New year greetings 2012

高森町議会議長

田 上　更 生
　

謹
ん
で
年
の
初
め
の
ご
祝
辞
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
等
試
練
の
一
年
、
思
い

や
り
絆
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。
復
興
へ
の
厳
し
い
道

の
り
を
思
い
ま
す
と
、
被
災
さ
れ
ま
し
た

皆
様
へ
か
け
る
言
葉
さ
え
見
つ
か
ら
な
い

想
い
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
議
会
は
、
初
め
て
の
議
会
報
告

会
を
開
催
し
、
開
か
れ
た
議
会
、
町
民
と

情
報
を
共
有
し
、
共
に
町
づ
く
り
を
考
え

る
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
本
町
に
と
り
ま
し
て
厳
し
い
環
境
は

変
わ
ら
な
い
ま
で
も
、
期
待
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
、
少
し
で
も
希
望
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
議
会
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
過
去
の
問
題
に
早
く
結
論
を
出
し
、

こ
れ
か
ら
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
べ
く
、

町
長
執
行
部
と
協
議
を
し
な
が
ら
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
少
子
化
、

高
齢
化
、
過
疎
化
に
ど
う
対
応
し
て
い
く

の
か
、
若
者
が
高
森
町
で
夢
や
、
希
望
を

持
っ
て
住
め
る
経
済
環
境
を
整
え
る
等
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
議
会
も
多
く
の

情
報
を
町
民
の
皆
様
に
提
供
し
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
皆
様
と
一
緒
に
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
今
ま
で
以
上
の
ご
理
解
、

ご
協
力
そ
し
て
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
様
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

平
成
二
十
四
年
元
旦

住民参加の
　まちづくり



Ｔａｘ　平成24年度

税の申告
　昨年１年間の総決算となる確定申告が間近となりました。
　贈与税の申告は２月１日（水）から、町県民税と所得税の申告は
２月16日（木）からそれぞれ始まり、期限は３月15日（木）ま
でとなっています。また、個人事業者の消費税及び地方消費税の確
定申告と納付の期限は、４月２日（月）までです。

２月16日（木）～３月15日（木）
◆
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

１
．
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
高
森
町
に

住
所
の
あ
る
方
で
平
成
23
年
中
に
営
業
、

農
業
、そ
の
他
の
事
業
（
内
職
・
外
交
等
）、

不
動
産
、
配
当
、
年
金
、
生
命
保
険
等
の

所
得
が
あ
る
方
。

２
．
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
高
森
町
に

住
所
の
あ
る
給
与
所
得
者
で
左
記
に
該
当

す
る
方　

　

・ 

平
成
23
年
中
に
退
職
し
た
方

　

・ 

日
雇
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
収

入
が
あ
る
方

　

・ 

勤
務
先
等
か
ら
、
高
森
町
に
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
（
勤
務

先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

　

・ 
２
箇
所
以
上
の
事
業
所
か
ら
給
与
の
支

払
を
受
け
て
い
る
方

　

・ 

給
与
所
得
以
外
に
所
得
の
あ
る
方

※ 

所
得
税
の
確
定
申
告
で
は
、
給
与
所
得

以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場
合
申
告

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
県
民
税
で
は

所
得
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

・ 

給
与
所
得
の
み
で
、
医
療
費
控
除
等
を

受
け
る
方

３
．
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
高
森
町
に

住
所
の
あ
る
公
的
年
金
所
得
者
で
左
記
に 

該
当
す
る
方

　

・
公
的
年
金
以
外
に
所
得
の
あ
る
方

　

・
公
的
年
金
等
の
み
の
方
で
、
高
森
町
に

公
的
年
金
等
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
な
い
方
や
、
生
命
保
険
料
控
除
・
医

療
費
控
除
・
社
会
保
険
料
控
除
等
の
所
得

控
除
を
受
け
る
方

　

・
公
的
年
金
等
の
み
の
74
歳
以
上
の
方

で
、
高
森
町
に
住
所
を
有
す
る
方
の
扶
養

に
入
っ
て
い
な
い
方

　

・
遺
族
年
金
や
障
害
者
年
金
等
を
受
給
し

て
い
る
方
で
、
高
森
町
に
住
所
を
有
す
る

方
の
扶
養
に
入
っ
て
い
な
い
方

４
．
平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
高
森
町
に
転

入
し
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
で
前
市

町
村
に
お
い
て
申
告
を
し
て
い
な
い
方

５
．
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
世
帯
主
た

る
方
が
町
外
に
単
身
赴
任
を
し
て
い
る
家

族
※
た
だ
し
、
上
記
１
〜
３
で
平
成
23
年
分
の

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出

さ
れ
た
方
は
、
町
県
民
税
の
申
告
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
申
告
に
必
要
な
も
の

１
．
印
鑑

２
．
源
泉
徴
収
票
（
源
泉
徴
収
票
の
な
い
方

は
収
入
金
額
を
証
明
で
き
る
も
の
）

３
．
営
業
・
農
業
等
に
関
す
る
収
入
金
額（
出

荷
証
明
書
等
）・
必
要
経
費
等
の
わ
か
る

帳
簿
、
経
費
の
領
収
書

４
．
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
・
農
業
者
年

金
・
保
険
税
）、
生
命
保
険
料
・
地
震
保

険
料
等
の
支
払
証
明
書
、
そ
の
他
控
除
に

必
要
な
領
収
書
等

５
．
譲
渡
所
得
や
山
林
所
得
の
あ
る
方
は
契

約
書
や
公
共
事
業
用
資
産
の
買
取
証
明
書

等

６
．
牛
の
免
税
所
得
の
あ
る
方
は
売
却
証
明

書
（
証
明
書
が
な
い
場
合
、
課
税
対
象
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

◆
申
告
に
つ
い
て
お
願
い

　

申
告
は
、
自
主
申
告
が
基
本
で
す
。
高
森

町
で
は
、
前
年
度
の
町
県
民
税
の
申
告
に
基

づ
き
、
申
告
の
案
内
書
と
、
申
告
に
必
要
な

収
支
内
訳
書
等
を
で
き
る
限
り
送
付
し
て
い

ま
す
。
収
支
内
訳
書
は
自
分
で
記
入
さ
れ
、

申
告
会
場
で
申
告
相
談
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

収
支
内
訳
書
等
の
書
類
が
必
要
な
方
は
、

税
務
課
に
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◆
税
法
改
正
に
よ
り
町
県
民
税
の

　

扶
養
控
除
が
変
わ
り
ま
す

１
．
年
齢
16
歳
未
満
の
年
少
扶
養
控
除
に
係

る
扶
養
控
除
（
33
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。（
平
成
８
年
１
月
２
日
以
後
に
生
ま

れ
た
方
）

２
．
特
定
扶
養
控
除
の
う
ち
、
16
歳
以
上
19

歳
未
満
の
方
に
係
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ

部
分
（
12
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
、
扶
養
控

除
の
額
が
33
万
円
に
な
り
ま
す
。（
平
成

５
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
１
月
１
日

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
方
）

※
平
成
23
年
分
所
得
税
お
よ
び
平
成
24
年
度

分
町
県
民
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

Takamori 2012・14



■お問い合わせ先　　高森町役場税務課税務係　　℡６２－１１１１（内線１６５・１６６）
　　　　　　　　　　阿蘇税務署　　　　　　　　℡０９６７－２２－０５５１（代表）

〈申告受付日程〉

※ ２月21日（火）・22日（水）・23日（木）は、高森総合センターで南九州税理士会阿蘇支部による所得税・消費税納
税相談を行います。所得税・消費税申告が必要な方は、この期間にご来場ください。

月日（曜日）
地区名及び受付時間

会　　　場
午前（９時～11時） 午後（13時～15時）

２月16日（木) 横町・下町（1～8組） 下町（9～23組）

高森総合センター

17日（金) 天神・旭通（1～8組） 旭通（9～24組）

20日（月) 上町・昭和（1～8組） 昭和（9～31組）

21日（火) 税
理
士
相
談
日

冬野・津留 上　　　　在

22日（水) 森 村　　　　山

23日（木) 相談日に来場できなかった方

24日（金) 移　　動　　日

27日（月) 尾下2・河原2 河　　原　　1 河原総合センター

28日（火) 尾下1・野尻2 野　　尻　　1
朋　　遊　　館

29日（水) 津　　留　　2 津　　留　　1

３月  １日（木) 矢　　津　　田 中 高森自然学校

2日（金) 草部（社倉以外） 草部（社倉）

草部総合センター
5日（月) 芹口（中村・芹口・中間・古畑・馬場・牛神）下切・芹口（男原・柿迫・菅の迫）

6日（火) 永　　野　　原 菅　　　　山

7日（水) 相談日に来場できなかった方

8日（木) 山　　　　鳥 戸　　　　狩 

高森総合センター

9日（金) 井　　　　上 中　　　　園

12日（月) 小 倉 原 西　　　　丁

13日（火) 中 原・前 原 洗 川 ・ 大 村

14日（水) 相談日に来場できなかった方

15日（木) 申告書等整理日
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座　

本
町
で
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
の
開
講
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
本
町
に
限
ら
ず
認
知
症
が
介
護
状
態
に
入
る
原
因
の
一
番
目
に

な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
を
正
し
く
学
び
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療
や
予

防
を
行
い
な
が
ら
、
認
知
症
の
方
と
ご
家
族
を
、
地
域
で
支
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。　

　

11
月
18
日
に
は
河
原
女
性
の
会

と
そ
の
ご
家
族
を
対
象
と
し
、
ま

た
11
月
28
日
に
は
、
高
森
東
中
学

校
生
徒
を
対
象
と
し
て
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
こ

の
講
座
を
聞
き
、
認
知
症
は
脳
の

病
気
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
知
る

こ
と
が
出
来
た
。」　

ま
た
、「
叱
っ

た
り
反
発
す
る
と
、
益
々
症
状
が

悪
化
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。」
…

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
今
後
も
町
内
の

小
中
学
校
や
高
森
高
校
、
ま
た
各

地
域
や
職
域
、
職
場
な
ど
で
続
け

て
開
講
し
ま
す
。　

高森町の高齢化率（平成23年11月末日現在）

11
月
28
日　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
、
受
講
者
に
配
布
さ

れ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
手
に
し
た
高
森
東
中
学
校
の
皆
さ
ん
。

高森東中の生徒・先生も受講

「福祉の心・気配り・目配り・心配り」で困っている人を支えます

祝祭日・年末年始を除く月曜から金曜の
午前８時半から午後５時まで

高齢者一人暮らし、二人暮し、昼間の一人暮らし、
認知症などのご相談をお受けします

高森町地域包括支援センター
ちいきほうかつしえん

電話 62-1111　内線123番

高齢者福祉・介護保険についてのおたずねは、介護保険係62-1111（内線124）までどうぞ

●
日
頃
の
生
活
の
中
で
、
で
き
る
だ
け
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。   

●
歩
く
と
き
、
座
る
と
き
な
ど
、
背
筋
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。

町
内
の
受
講
者　

千
人
を
超
え
る

　

お
年
寄
り
の
対
策
は
ご
本

人
や
ご
家
族
だ
け
の
対
応
で

は
困
難
な
場
合
が
多
く
、
特

に
認
知
症
が
進
み
「
徘
徊
」

な
ど
の
行
動
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
地
域
み
ん
な

で
の
助
け
合
い
が
必
要
で
す
。

11
月
18
日　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

講
さ
れ
た
河
原
女
性
の
会
と
ご
家
族
の
皆
さ
ん
。

●
講
座
受
講
の
ご
希
望
は
…

６
２-

１
１
１
１　

内
線
１
２
１

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

世　帯　数　2,808
人　　口 男 女 計 比　　率

3,414 3,742 7,156

65～74歳 422 525 947 13.23%

75歳以上 548  861 1,409 19.69%

計 970 1,386 2,356 32.92%

高
森
町 

地ち

域い

き

包ほ

う

括か

つ

支し

援え

ん

セ
ン
タ
ー
便
り

高高 齢齢
福福 祉祉
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○住宅の種類
①公営住宅（低所得者層向け）　②高齢者・障害者向け住宅（平屋・バリアフリー住宅）
③特定公共賃貸住宅（中堅所得者層向け）　④貸付住宅（所得制限なし）

○基本的な入居資格及び条件
①本人または同居者が暴力団員でない方　②同居者、または同居しようとする親族がいる方
③本人及び同居者の合計所得月額（政令月収）が基準額以下の方　
④現に住宅に困っていることが明らかな方　⑤本町に住所または勤務場所を有する方。
　または１ヶ月以内に住所または勤務場所を有することとなる方　
⑥税金等の滞納がない方　⑦政令で定めた収入を超えていないこと

○入居申し込み期間及び場所
期間：1月11日（水）～２月24日（金）（土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時15分）
場所：高森町役場建設課住宅係

○申し込み方法
　申し込み期間内に町営住宅入居申込書に記入し、必要書類を添えて提出してください。申
込書には住宅に困っている事情を調査する項目がありますので、申込書の記入は必ず申込者
本人が行ってください。

○申し込みに必要なもの
①印かん　
②入居予定者の平成22年１月から12月までの所得を確認できる書類
　（源泉徴収票の写し・役場発行の所得証明書など）　
③住民票の写し（世帯全員分）　※外国人にあっては外国人登録証明書
④保有資産の有無を確認できる書類（役場発行の資産証明書など）　
⑤入居予定者に障がい者がいる場合は障害者手帳　
⑥寡婦・寡夫世帯については、そのことが証明できる書類（戸籍謄本など）

○選考方法
　公営住宅及び高齢者・障がい者向け住宅については、高森町営住宅条例第10条及び高森
町営住宅条例施行規則で定める判定基準に基づき町営住宅入居審査会の審査を受け、団地ご
とに補充入居順位を決定します。特定公共賃貸住宅及び貸付住宅については、公開抽選によ
り補充入居順位を決定します。平成24年度中に町営住宅の明け渡しがあったときは、その
順位に基づき入居者を決定します。

○その他
①今回の申し込みは平成24年度中のみ有効です。
②犬・猫などは飼育できません。
③町営住宅の駐車場は基本的に１世帯につき１台です。
④前年度に申し込みをされた方も再度申し込みが必要です。

■お問い合わせ先　高森町役場建設課住宅係　℡６２－１１１１（内線146）

平成24年度

町営住宅 補充入居者募集
　高森町営住宅条例第４条及び高森町特定公共賃貸住宅条例第４条
の規定に基づき下記のとおり補充入居者を募集します。
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九州電力から今冬における節電のお願い
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伝
え
た
い
、
伝
統
芸
能
の
心

高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長　

本
田　

研
一

　

大
村
古
墳
一
帯
は
、
上
色
見
に
お
い

て
最
も
古
い
地
域
で
す
。

　

古
墳
の
裏
手
、
外
輪
の
影
に
冬
場
は

よ
り
寒
い
日
を
過
ご
し
た
で
あ
ろ
う
地

を
、「
て
ら
う
ど
」
と
言
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
「
寺
跡
」
と
書
く
わ
け
で
す
が
、

現
存
す
る
上
色
見
中
原
に
あ
る
「
了
蓮

寺
」
が
鎌
倉
時
代
の
建
立
と
す
れ
ば
、

そ
れ
よ
り
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
す
る
の

が
、
地
区
の
老
人
の
口
癖
で
し
た
。

　

私
が
少
年
の
時
、
し
ょ
い
川
の
土
手

に
石
燈
篭
が
横
た
わ
っ
て
い
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

現
在
そ
の
寺
跡
に
は
、
桧
が
植
え
ら

れ
て
お
り
、
こ
ん
も
り
と
し
た
土
が
そ

の
跡
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
世
紀
頃
の
も
の
だ
と
す
る
、
大
村

古
墳
の
石
棺
。

　

真
っ
青
な
空
の
下
、
溢
れ
て
い
る
ベ

ン
ガ
ラ
の
赤
色
が
、
距
離
を
お
き
、
人
々

に
敬
い
の
心
を
ひ
ら
か
せ
ま
す
。
手
を

合
わ
せ
祈
る
。
そ
れ
が
自
然
の
行
為
で

し
た
。

　

こ
こ
よ
り
、
一
九
九
九
年
五
月
三
一

日
発
行
の
、
毎
日
新
聞
全
国
版
に
連
載

さ
れ
て
い
る
、「
さ
だ
ま
さ
し
の
日
本
が

聞
こ
え
る
」
よ
り
転
載
い
た
し
ま
す
。

　
「
…
本
田
氏
に
発
掘
済
み
の
古
墳
を
検

証
さ
せ
て
ほ
し
い
、
と
頼
ん
だ
。
三
世

紀
、
北
九
州
に
お
け
る
聖
な
る
火
の
山

が
雲
仙
岳
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
に
、

阿
蘇
の
最
も
古
い
古
墳
が
五
世
紀
以
後

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
っ
た
か
ら
だ
。　

　

本
田
氏
は
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
、

発
掘
済
の
古
墳
を
再
び
我
々
に
公
開
し

て
く
れ
る
よ
う
計
っ
て
く
れ
た
。
服
部

克
久
先
生
に
こ
の
話
を
し
た
ら
す
っ
か

り
乗
っ
て
、
再
発
掘
の
日
に
東
京
か
ら

や
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ

が
熊
本
の
天
候
が
悪
く
、
服
部
先
生
の

飛
行
機
は
博
多
に
着
い
た
。
先
生
が
慌

て
て
こ
ち
ら
へ
向
か
う
間
の
こ
と
、
そ

の
間
に
高
森
で
新
し
い
古
墳
が
見
つ

か
っ
た
の
だ
。
一
四
年
間
に
四
つ
し
か

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
に
、
そ
の
五
つ

め
が
出
た
の
だ
。

　

奇
跡
的
な
歴
史
と
の
邂
逅
。
僕
ら
は

考
古
学
者
で
も
な
か
な
か
出
会
え
な
い

石
棺
の
蓋
を
開
け
る
と
い
う
大
役
を
仰

せ
つ
か
っ
た
の
だ
。

　

ま
ず
、
僧
に
よ
る
回
向
の
あ
と
、
服

部
先
生
と
二
人
で
蓋
を
開
け
た
。
そ
の

古
墳
は
五
世
紀
以
後
の
も
の
で
母
親
と

子
供
の
合
葬
だ
っ
た
。
石
棺
の
内
側
に

ベ
ン
ガ
ラ
が
塗
っ
て
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
実
は
そ
の
蓋
を
開
け
た
瞬
間

の
こ
と
。
僕
の
鼻
腔
を
く
ぐ
り
抜
け
て
、

あ
っ
と
い
う
間
に
消
え
去
っ
た
香
り
が

あ
っ
た
。
千
数
百
年
の
時
を
超
え
た
香

り
だ
。
匂
い
の
記
憶
は
確
か
だ
。
そ
の

時
の
香
り
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
は
か

な
げ
で
、
そ
の
く
せ
ど
こ
か
生
々
し
く
、

優
し
く
、
そ
れ
で
い
て
さ
わ
や
か
だ
っ

た
。
そ
の
香
り
が
忘
れ
ら
れ
ず
に
い
た
。

　

あ
る
時
、
こ
の
香
り
に
と
て
も
よ
く

似
た
香
り
に
出
会
っ
た
。
そ
れ
が
ロ
イ

ヤ
ル
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
ム
ス
ク
オ
イ

ル
・
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
だ
っ
た
。
麝
香
と

樹
の
香
り
を
混
ぜ
た
と
い
う
…
。」

　

さ
だ
ま
さ
し
氏
は
、
他
に
新
潮
社
発

行
の
著
書
の
中
に
も
こ
の
大
村
古
墳
が

で
て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
々
情
況
を
補
足
し
ま
す
。

　

そ
の
石
棺
内
部
に
は
水
が
溜
ま
っ
て

お
り
、
残
り
し
髪
の
毛
が
、
や
が
て
消

え
て
ゆ
き
ま
し
た
。
頭
骨
を
か
く
す
か

の
水
溜
り
は
、
真
っ
赤
な
ベ
ン
ガ
ラ
を

背
に
、
青
み
が
か
っ
つ
た
す
ん
だ
透
明

色
で
し
た
。

　

共
に
亡
く
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

追
葬
さ
れ
た
の
か
寄
り
添
っ
た
子
供
。

傍
ら
に
刀
剣
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
だ
ま
さ
し
氏
に
、「
邪
馬
台
」
の
名

の
曲
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
発
掘
終
了

後
、
感
動
を
抑
え
き
れ
ぬ
ま
ま
か
か
れ

た
曲
で
あ
り
ま
し
た
。

▲上色見大村地区
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●５６回の公務・会議への参加の一部です。
●他、32回の準公務・政治活動への参加を行いました。

（11月21日～12月22日）

11月 21日（月）　管内町村長会議
11月24日（木）　蒲島熊本県知事「出前ゼミ」（高森中学校体育館）
11月25日（金）　税に関する作品表彰式（高森東小学校）
11月28日（月）　平成２３年第４回高森町臨時議会
11月29日（火）　全国治水砂防協会会議（東京都）、全国道路整備関係等会議（東京都）
11月30日（水）　全国町村長大会（東京都）
12月　１日（木）　全国山村振興連盟通常総会（東京都）、国保制度改善強化全国大会（東京都）
12月　２日（金）　城北ブロック消防広域化協議会
12月　３日（土）　色見保育園おゆうぎ会
12月　４日（日）　高森町飲食店組合お客様感謝祭（観光交流センター）
12月　９日（金）　道徳教育実践研究事業発表会（高森中央小学校）
12月12日（月）　平成２３年第４回高森町議会定例会
12月15日（木）・16日（金）・18日（日）　就学支援事業説明会
12月19日（月）　平成２３年第４回高森町議会定例会・一般質問
12月20日（火）　年末年始交通事故防止運動出発式（あそ望の郷くぎの）
12月22日（木）　駐在嘱託員会議

町長交際費
（平成23年度　11月18日～12月９日）

交際費の予算は１年間で１００万円です。
現在の残りの額は　３５万７，５５０円です。

日　時 金　額 分　類 主な内容 備　考

11月18日 5,000円 祝　費 高森町少年剣道大会 高森中学校体育館

11月18日 2,000円 弔　費 香典代（１世帯） －－－－－－

11月25日 5,000円 祝　費 田楽祭り 蔵地公民館前

11月25日 5,000円 祝　費 高森町民生委員児童委員協議会全体研修 福岡県

11月25日 5,000円 祝　費 高森町体育協会色見支部体育大会 色見総合センター
グランド及び体育館

11月25日 6,000円 弔　費 香典代（３世帯） －－－－－－

11月25日 4,200円 手土産代 全国グリーン・ツーリズム熊本阿蘇大会
開催の折来賓手土産代 －－－－－－

12月　２日 8,000円 弔　費 香典代（４世帯） －－－－－－

12月　９日 6,000円 弔　費 香典代（３世帯） －－－－－－

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。
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催事
　高森町では、さまざまな催しが行われています。
　町民の皆さんが生涯学習で豊かな人生を送ってもらうため
に多くの講座を開いています。催事
■お問い合わせ先　高森町社会福祉協議会　℡６２－２１５８

▲この日は、地域の方の協力を得て魚の調理をしました

対象者：６５歳以上の男性
草部南部・北部地区（偶数月の第４火曜日※日程変更の場合あり）
　■場所・時間／草部総合センター・10時30分～
津留・野尻・尾下・河原地区（奇数月の第２月曜日※日程変更の場合あり）
　■場所・時間／朋遊館・10時30分～

男性の
  料理教室
　いざ、調理をしなくてはいけなくなっ
た時「さて、困った」「どうしよう」と思っ
たことはありませんか。調理の経験を
して作る楽しみ、食べる楽しみを感じ
ていただきながら、偏った食生活を改
善し、健康を意識した食事を摂る事で
安心した生活を送っていただけるよう
料理教室を開いています。
　内容は、みんなで楽しく簡単な料理
を作ります。皆さんでワイワイ楽しく、
笑いながら調理をしませんか。男性の
皆さまの参加をお待ちしております。

　県では、平成２２年度から阿蘇地域振興局総務振興課内に「ジョブカフェ・
阿蘇ブランチ」を設置しております。就職に関するご相談について、お気軽
にご利用ください。
【利用できる方】
　○おおむね35歳未満の方又は保護者の方　○学校の進路指導担当の先生方
【お手伝いの内容】
　○就職に関する相談　○出前相談
　○求人に関する情報提供・求人の開拓　○職業適性診断　
【相談時間】　 平日１０：００～１７：００（土・日・祝祭日は休み）
【連絡先】　「ジョブカフェ・阿蘇ブランチ」 ℡０９６７－２２－８１７８

ジョブカフェ・阿蘇ブランチ

Takamori 2012・112



知事出前ゼミ
蒲島知事が「夢を持ち続けることの大切さ」を児童・生徒へ伝える
　11月 24日、高森中学校体育館で「知事出前ゼミ」が開催されました。蒲島知事は「夢、限りなく」と題
して、町内の全中学生と町内の全小学６年生、高森高校１年生たちに「夢を持ち続けることの大切さ」を自
らの体験をもとにユーモアをまじえながら話しました。児童・生徒たちの質問や意見交換もあり、子どもた
ちにとって印象に残る素晴らしい講演でした。

蒲島知事は児童・生徒からの質問にユーモアをまじえながら答えていました

　11 月 20 日、高森中学校体育館で第 11 回高森
町少年柔道大会が開催され、県内各地から集まっ
た少年少女たちが熱戦を繰り広げました。大会の
結果は次のとおりです（敬称略）。
優勝／一心館小山道場（熊本市）、第２位／文政少
年柔道クラブ（八代市）、第３位／桜木少年柔道ク
ラブ（熊本市）、新輝塾（合志市）

県内各地より約５３０人が参加し、熱戦を繰り広げました お父さんお母さんと一緒にいただきます

第11回高森町少年柔道大会
元気な子どもたちが大集合

高森保育園　給食試食会
お父さんお母さんと一緒に給食食べたよ
　11月15日、高森保育園で「給食試食会」が開催
されました。これは「食育」の一環として毎年行っ
ているものです。この日の献立は、根菜バーグ、青
菜のじゃこ和え、すまし汁、みかん。お父さんお母
さんと一緒に食べる給食に、子どもたちは照れくさ
そうな様子で食べていました。
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町内保育園おゆうぎ会
かわいらしい演技に惜しみない拍手
　町内各地の保育園で「おゆうぎ会」が開催されました。11月 30 日は高森東保育園、12月３日には高森
保育園と色見保育園でおこなわれました。各園とも未満児から年長児までが出演し趣向を凝らした歌や踊り
などの演目を披露。園児たちのかわいらしく微笑ましい演技に会場から惜しみない拍手が送られていました。

写真左「高森保育園」、写真右上「高森東保育園」、写真右下「色見保育園」

　11 月 21 日、阿蘇フォークスクールで、毎年恒
例となった「秋の収穫祭」が開催されました。会
場は、名物の赤牛の丸焼きやつるのこ芋の芋煮、
田楽などの味を楽しむ人々で賑わいました。ステー
ジでは、バンドやお笑いをはじめ、脱穀体験や馬
広場など多彩な内容で、訪れた人々は大いに楽し
んでいました。

　11 月 20 日、高森中央小学校体育館で「日本養
心流空手道演武大会」が行われました。これは、
同空手道連盟熊本支部が年 1回開いているもので
29回目。大会では、級や段別に形を披露。板割り
や瓦割りなども行われ、観客は選手たちが繰り出
す鋭い突きや蹴りに拍手を送っていました。

会場内には郷土の味を楽しむひとでいっぱいでした 迫力たっぷりの瓦割りのようす

阿蘇フォークスクール
2011 秋の収穫祭

日本養心流空手道演武大会
日々の稽古の成果を披露
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高森東小学校
みんなでつくりあげた「収穫祭」と「学習発表会」
　12月３日、高森東小学校で児童、職員、保護者が協力し「収穫祭」と「学習発表会」が開催されました。
これは、学習内容を深めたり、表現力を高めることを目的として行われています。「収穫祭」では、１・２
年生が収穫したサツマイモを使い「芋の天ぷら、蒸かし芋」と、３～６年生が収穫したそばを使い「そば」
を作りみんなで郷土の味を楽しみました。「学習発表会」では、人権作文発表や全児童、職員での合唱があ
り惜しみない拍手がおくられていました。

そばの作り方を優しく教わりながら調理していました

　１０月１日と２日、玉名市武道館で「第 44回城
北地区柔道選手権大会」が開催されました。大会は、
城北地区の各郡市の代表が参加し、柔道少年少女
たちが熱戦を繰り広げ、６年男子の部で桐原航太
くんが３位入賞を果たしました。

見事、三位入賞を果たした桐原くん 高森町チームのみなさん

第44回城北地区柔道選手権大会
桐原航太くんが３位入賞

阿蘇郡市町村対抗駅伝大会
市町村代表選手がタスキをつなぐ
　11月21日に「阿蘇郡市町村対抗駅伝大会」が阿
蘇市役所前をスタート、高森町役場前をゴールとす
る14区間45.8㌔で行われました。各市町村から7
チームが参加。本町チームは前半５位、後半３位で
総合４位という結果でした。阿蘇市が総合優勝を飾
りました。
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南
部
分
署

税
情
報

高
森
警
察
署

消
防

な
ん
で
も

知
っ
て
お
き
た
い

こちら

です!

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署　

℡
６
２-

９
０
３
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
税
務
署　
　
　

℡
０
９
６
７-

２
２-

０
５
５
１

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
警
察
署　

℡
６
２-

０
１
１
０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に
つ
い
て

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
風
邪
の
違
い
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す

か
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
風
邪
と
で
は
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
の

種
類
が
異
な
り
、
通
常
の
風
は
の
ど
や
鼻
に
症
状
が
現
れ
る
の

に
対
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
急
に
38
〜
40
度
の
高
熱
が
出
た
り

す
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
を
併
発
し
や
す

く
、
重
症
化
す
る
と
脳
炎
や
心
不
全
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
体

力
の
な
い
高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
に
は
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
ん
な
恐
ろ
し
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
様
式
と
し
て
最
も

多
い
の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
る
患
者
の
く
し
ゃ
み

や
咳
、
痰
な
ど
で
吐
き
出
さ
れ
る
微
粒
子
（
飛
沫
）
を
介
し
て
感

染
す
る
「
飛
沫
感
染
」
が
中
心
で
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
日

常
生
活
で
で
き
る
予
防
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

１
．
栄
養
と
休
養
を
十
分
に
取
る

　

体
力
を
つ
け
て
抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
で
感
染
し
に
く
く
な
り

ま
す
。

２　

人
ご
み
を
避
け
る

　

病
原
体
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
に
す
る
。

３　

適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ

　

ウ
イ
ル
ス
は
低
温
、
低
湿
を
好
み
、
乾
燥
し
て
い
る
と
ウ
イ
ル

ス
が
長
時
間
空
気
中
を
漂
っ
て
い
る
の
で
、
加
湿
器
な
ど
で
室
内

の
適
度
な
湿
度
を
保
つ
。

４　

外
出
後
の
手
洗
い
と
う
が
い

　

手
洗
い
は
接
触
に
よ
る
感
染
を
、
う
が
い
は
の
ど
の
乾
燥
を
防

ぎ
ま
す
。

５　

マ
ス
ク
を
着
用
す
る

　

咳
や
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
か
ら
他
人
に
感
染
す
る
の
を
防
ぐ
効
果

が
あ
り
、
『
人
に
対
し
て
』
と
い
う
意
味
で
『
エ
チ
ケ
ッ
ト
マ
ス

ク
』
な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
予
防
を
行
な
っ
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

公
的
年
金
収
入
の
あ
る
方
の

確
定
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税

に
つ
い
て
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま

し
た
。

　

た
だ
し
、

①　

こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
、
医
療
費

控
除
等
に
よ
る
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た

め
の
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

②　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
を
要
し
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
は
必
要

で
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
阿
蘇
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp/

１
１
０
番
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て

　

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」
で
す
。
県
民
の
方
々
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
１
１
０
番
通
報
は
、
事
件
・
事
故
の
早
期
解
決
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

◎　

１
１
０
番
は
「
緊
急
時
の
通
報
用
」
の
電
話
で
す
。

　

○
事
件
・
事
故
等
の
緊
急
時
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

○
相
談
事
や
照
会
な
ど
急
が
な
い
用
件
は
、
警
察
相
談
電
話

（
＃
９
１
１
０
）
又
は
最
寄
り
の
警
察
署
に
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。

※
＃
９
１
１
０
は
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
回
線
し
か
使
え
ま
せ
ん
。
ダ
イ

ヤ
ル
式
の
電
話
か
ら
は
「
０
９
６-

３
８
３-

９
１
１
０
」
又
は

最
寄
り
の
警
察
署
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◎　

１
１
０
番
す
る
時
は

　

○
な
に
が　

…　

何
が
あ
っ
た
か
（
事
件
か
、
事
故
か
）

　

○
い
つ　

…
…　

何
時
こ
ろ
あ
っ
た
の
か

　

○
ど
こ
で　

…　

発
生
し
た
場
所
は
、
目
標
は

　
　

等
を
落
ち
着
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
必
要
な
こ
と

は
係
員
が
お
尋
ね
し
ま
す
。

◎　

１
１
０
番
通
報
時
の
心
が
け

　

○
た
め
ら
わ
ず
、
素
早
く

　
　

警
察
官
の
早
い
現
場
臨
場
が
、
事
件
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

事
件
事
故
が
発
生
し
た
ら
、
直
ち
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

○
事
件
・
事
故
の
現
場
を
詳
し
く

　
　

１
１
０
番
通
報
は
、
ど
の
地
域
か
ら
で
も
全
て
警
察
本
部

へ
か
か
り
ま
す
。
市
町
村
名
、
電
話
番
号
、
付
近
の
建
物
、

駅
・
停
留
所
等
の
目
標
物
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
目
標
物
が

な
い
場
合
は
、
付
近
の
九
州
電
力
の
電
柱
番
号
を
知
ら
せ
て

く
だ
さ
い
。

◎　

携
帯
電
話
に
よ
る
通
報
上
の
注
意

　

○
車
を
運
転
し
な
が
ら
の
通
報
は
出
来
ま
せ
ん
。
必
ず
停
車
し

て
か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

○
県
境
付
近
で
は
、
他
県
の
警
察
本
部
へ
つ
な
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◎　

メ
ー
ル
１
１
０
番
の
か
け
方

　

○
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
の
専
用
メ
ー
ル
で
す
。

　

○
メ
ー
ル
に
は
、
事
案
名
・
場
所
・
住
所
・
氏
名
等
を
入
力
し

て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

○
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

kum
am
oto-police1

1
0
@
deluxe.ocn.ne.jp
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国民年金だより

住じ
ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

■お問い合わせ先　住民福祉課住民係　℡６２－１１１１（内線１３４）

ハ
ン
セ
ン
病び
ょ
う

に
つ
い
て
正た
だ

し
く
理り

解か
い

し

患か
ん

者じ
ゃ

・
元も
と

患か
ん

者じ
ゃ

の
皆み
な

さ
ん
に
対た
い

す
る

偏へ
ん

見け
ん

や
差さ

別べ
つ

を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

私わ
た
し

た
ち
一ひ
と

人り

ひ
と
り
が
、
ハ
ン
セ
ン
病び
ょ
う

に
つ
い
て
の
正た
だ

し
い
知ち

識し
き

と
理り

解か
い

を
持も

つ
こ
と
が
、

こ
れ
ま
で
長な
が

く
続つ
づ

い
て
き
た
偏へ
ん

見け
ん

や
差さ

別べ
つ

を
な
く
す
た
め
の
第だ
い

一い
っ

歩ぽ

で
す
。

１
．
ハ
ン
セ
ン
病び
ょ
う

は
治な
お

る
病び
ょ
う

気き

で
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病び
ょ
う

の
か
っ
て
の
病び
ょ
う

名め
い

は
「
ら
い
」
で
し
た
。
し
か
し
、
長な
が

い
間あ
い
だ

人ひ
と

々び
と

が
「
ら
い
」

に
対た
い

し
て
抱い
だ

い
て
き
た
偏へ
ん

見け
ん

や
差さ

別べ
つ

を
解か
い

消し
ょ
う

し
、
正た
だ

し
い
認に
ん

識し
き

を
も
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願ね
が

い
か
ら
、
ら
い
菌き
ん

の
発は
っ

見け
ん

者し
ゃ

で
あ
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
医い

学が
く

者し
ゃ

ハ
ン
セ
ン
博は
か

士せ

の
名な

を
と
っ
て

ハ
ン
セ
ン
病び
ょ
う

と
改あ
ら
た

め
ら
れ
ま
し
た
。

○
伝で
ん

染せ
ん

力り
ょ
く

の
極き
わ

め
て
弱よ
わ

い
病び
ょ
う

原げ
ん

菌き
ん

に
よ
る
感か
ん

染せ
ん

症し
ょ
う

で
す
。

○
遺い

伝で
ん

病び
ょ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
万ま
ん

一い
ち

感か
ん

染せ
ん

し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
発は
つ

病び
ょ
う

の
危き

険け
ん

性せ
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
菌き
ん

は
治ち

療り
ょ
う

に
よ
り
数す
う

日じ
つ

で
伝で
ん

染せ
ん

性せ
い

を
失う
し
な

い
、

　

軽け
い

快か
い

し
た
患か
ん

者じ
ゃ

と
接せ
っ

触し
ょ
く

し
て
も
感か
ん

染せ
ん

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
不ふ

治じ

の
病び
ょ
う

気き

で
は
な
く
、
完か
ん

治ち

す
る
病び
ょ
う

気き

で
す
。

○
早そ
う

期き

に
治ち

療り
ょ
う

す
れ
ば
、
身し
ん

体た
い

に
障し
ょ
う

害が
い

が
残の
こ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
ど
ん
な
治ち

療り
ょ
う

法ほ
う

あ
る
か
ご
存ぞ
ん

知じ

で
す
か
？

　

治ち

療り
ょ
う

法ほ
う

と
し
て
、
プ
ロ
ミ
ン
に
よ
る
単た
ん

剤ざ
い

治ち

療り
ょ
う

が
行
わ
れ
、
一
九
四
三
年ね
ん

画か
っ

期き

的て
き

な
成せ
い

功こ
う

が
報ほ
う

告こ
く

さ
れ
ま
し
た
。
現げ
ん

在ざ
い

で
は
、
リ
フ
ァ
ン
ピ
シ
ン
な
ど
の
多た

剤ざ
い

併へ
い

用よ
う

療ち

法り
ょ
う

を
適て
き

切せ
つ

に
用も
ち

い
る
こ
と
に
よ
り
、
障し
ょ
う

害が
い

を
残の
こ

す
こ
と
な
く
、
外が
い

来ら
い

治ち

療り
ょ
う

に
よ
っ
て
完か
ん

治ち

す
る
病び
ょ
う

気き

と
な
り

ま
し
た
。

３
．
ハ
ン
セ
ン
病び
ょ
う

療り
ょ
う

養よ
う

所じ
ょ

の
現げ
ん

状じ
ょ
う

に
つ
い
て

　

わ
が
国く
に

で
は
、
平へ
い

成せ
い

一
四
年ね
ん

度ど

末ま
つ

現げ
ん

在ざ
い

、
十
三
か
所し
ょ

の
国こ
く

立り
つ

ハ
ン
セ
ン
病び
ょ
う

療り
ょ
う

養よ
う

所じ
ょ

及
び
二

か
所し
ょ

の
私し

立り
つ

療り
ょ
う

養よ
う

所じ
ょ

に
お
い
て
三
八
六
〇
人に
ん

の
方か
た

が
入に
ゅ
う

所し
ょ

療り
ょ
う

養よ
う

し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

入に
ゅ
う

所し
ょ

者し
ゃ

が
ハ
ン
セ
ン
病び
ょ
う

自じ

体た
い

は
治ち

癒ゆ

し
て
い
ま
す
が
、
高こ
う

齢れ
い

で
あ
る
こ
と
、
ハ
ン
セ
ン
病び
ょ
う

に

よ
る
後こ
う

遺い

症し
ょ
う

と
し
て
の
障し
ょ
う

害が
い

を
持も

っ
て
い
る
こ
と
、
社し
ゃ

会か
い

生せ
い

活か
つ

体た
い

験け
ん

を
ほ
と
ん
ど
有ゆ
う

し
て
い

な
い
こ
と
な
ど
の
た
め
に
、
地ち

域い
き

社し
ゃ

会か
い

へ
の
復ふ
っ

帰き

が
困こ
ん

難な
ん

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
わ
が

国く
に

の
社し
ゃ

会か
い

に
残の
こ

っ
て
い
る
偏へ
ん

見け
ん

や
差さ

別べ
つ

は
、
地ち

域い
き

社し
ゃ

会か
い

へ
の
復ふ
っ

帰き

や
地ち

域い
き

の
人ひ
と

々び
と

と
の
交こ
う

流り
ゅ
う

を
妨さ
ま
た

げ
る
原げ
ん

因い
ん

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
以
上
の
記
述
は
財
団
法
人
藤
楓
協
会
発
行
「
平
成
十
五
年
度
藤
楓
だ
よ
り
」
を
参
考
に
し
ま
し
た
。）

ハ
ン
セ
ン
病び
ょ
う

の
患か
ん

者じ
ゃ

・
元も
と

患か
ん

者じ
ゃ

の
み
な
さ
ん
に
関か
ん

す
る
人じ
ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

に
つ
い
て
、
私わ
た
し

た
ち
一ひ
と
り人

ひ
と
り
が
、
自み
ず
か

ら
の
問も
ん

題だ
い

と
し
て
理り

解か
い

を
深ふ
か

め
、
基き

本ほ
ん

的て
き

人じ
ん

権け
ん

が
尊そ
ん

重ち
ょ
う

さ
れ
る
、
偏へ
ん

見け
ん

や
差さ

別べ
つ

の
な
い
社し
ゃ

会か
い

を
実じ
つ

現げ
ん

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

法
務
局
人
権
擁
護
局
・
熊
本
地
方
法
務
局
・

　
　
　
　
　
　

熊
本
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
・
熊
本
県
人
権
啓
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

20歳になったら
国民年金に加入しましょう
　２０歳を迎えると、様々な権利とともに義務も生まれます。
国民年金に加入することもそのひとつです。
　国民年金は、日本に住んでいる２０歳から６０歳までのすべ
ての人が加入して、やがて誰にも訪れる老後の所得保障だけでなく、障害や死亡といっ
た不慮の事故などにより私たちの生活の安定が損なわれることのないよう、みんなで前
もって保険料を出し合いお互いを支え合う制度です。
　また、少子高齢化が進行し現役世代の負担が年々増加していますが、基礎年金の半分
は国庫負担で賄われているため、現在２０歳の方も、納付した保険料以上の年金が受け
取れます。さらに賃金や物価の変動に合わせて年金額が改定されますので、大変有利で
す。ただし、加入の手続きや保険料の納め忘れがあると年金が受け取れないこともあり
ますので、「あのときに…」と後悔する前に必ず国民年金の加入手続きを取りましょう。
　なお、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方の場合は、「学生納付特例」
や「若年者納付猶予」など保険料の支払いを猶予する制度がありますので、国民年金の
加入手続きと併せて申請してください。
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担当課 工事（業務委託）名 工　　期 契約相手 請負代金

総 務 課 高森町防災ハザードマップ
作成業務委託

平成23年11月 2日～
　平成24年3月31日

㈱シー・バス・
プランニング 3,727,500円

教育委員会 旧草部南部小学校プール
解体撤去工事設計業務委託

平成23年11月 2日～
　平成24年1月10日 ㈱マック 170,100円

建 設 課 色見環状線道路整備
測量設計業務委託

平成23年11月 2日～
　平成23年12月 16日 ㈲甲斐測量設計 1,837,500円

教育委員会 高森中央小学校学習センター前
広場屋根設置工事

平成23年11月 2日～
　平成24年1月10日 下田工務店 556,500円

建 設 課 町営住宅景観向上工事（下町Ｂ団地）平成23年11月 2日～　平成23年12月 26日 ㈱井上 3,332,000円

建 設 課 町営住宅景観向上工事（上在団地）平成23年11月 2日～　平成23年12月 26日 高倉塗装 2,100,000円

建 設 課 高森町管内橋梁長寿命化
修繕計画策定業務委託

平成23年12月 12日～
　平成24年2月29日

㈱建設プロジェ
クトセンター 1,365,000円

建 設 課 町営住宅須坂団地ストック
改善事業実施設計業務委託

平成23年12月 12日～
　平成24年1月26日 大和設計㈱ 2,131,500円

建 設 課 境ノ谷川災害復旧工事 平成23年12月 12日～
　平成24年2月13日 ㈲後藤建設 3,118,500円

建 設 課 高根切川災害復旧工事 平成23年12月 12日～
　平成24年2月13日 ㈲古澤建設 3,223,500円

建 設 課 高森川災害復旧工事 平成23年12月 12日～
　平成24年2月14日 西田建設㈱ 3,291,750円

建 設 課 村山川災害復旧工事 平成23年12月 12日～
　平成24年2月27日 ㈲古寺工務店 5,691,000円

建 設 課 水上川災害復旧工事 平成23年12月 12日～
　平成24年2月7日 ㈲谷川土木 2,294,250円

建 設 課 柳谷・木郷線災害復旧工事 平成23年12月 12日～
　平成24年2月1日 ㈲富士造園土木 1,575,000円

建 設 課 木郷・今村線災害復旧工事 平成23年12月 12日～
　平成24年2月6日 ㈲甲斐興業 1,950,900円

建 設 課 上玉来・山ノ神線災害復旧工事 平成23年12月 12日～
　平成24年2月6日 ㈾松田興業 2,244,900円

建 設 課 社倉・水迫線災害復旧工事 平成23年12月 12日～
　平成24年1月30日 ㈲後藤樹木園 1,307,250円

建 設 課 中村・論地線災害復旧工事 平成23年12月 12日～
　平成24年2月2日 ㈲カツキ企工 1,680,000円

建 設 課 大切畑・下切線災害復旧工事 平成23年12月 12日～
　平成24年1月30日 金瀬組 970,200円

建 設 課 赤羽根・高尾野線災害復旧工事 平成23年12月 12日～
　平成24年2月10日 金瀬組 2,814,000円

建 設 課 津留・豆塚線取付道路整備工事 平成23年12月 12日～
　平成24年1月30日 ㈲谷川土木 982,800円

建 設 課 村山・高尾野線道路整備工事 平成23年12月 12日～
　平成24年3月16日 ㈲佐藤建設 5,901,000円

建 設 課 社倉・水迫線道路整備工事 平成23年12月 12日～
　平成24年3月26日 ㈱協信総業 11,202,399円

建 設 課 西丁口・中園線流末排水工事 平成23年12月 12日～
　平成24年1月18日 ㈱岩下りんどう園 766,500円

建 設 課 村山・高尾野線離合箇所設置工事 平成23年12月 12日～
　平成24年1月18日 ㈲村上産業 903,000円

建 設 課 天神・前原線道路舗装工事 平成23年12月 12日～
　平成24年1月18日 ㈾石原建設 945,000円

建 設 課 村山地区水道管新設工事 平成23年12月 12日～
　平成24年1月25日 ㈲カツキ企工 2,824,500円

建 設 課 社倉・水迫線水道本管布設替工事 平成23年12月 12日～
　平成24年1月25日 ㈱ひゆがや 1,669,500円

総 務 課 高森町役場庁舎
町民相談室増改築工事

平成23年12月 12日～
　平成24年3月16日 牛嶋建築事務所 4,394,250円

総 務 課 高森町役場庁舎相談室スロープ工事 平成23年12月 12日～
　平成24年3月16日 ㈲古寺工務店 4,882,500円

町発注工事と業務委託契約状況（平成23年10月28日・12月６日分）

※指名競争入札を行ったすべてを記載しています。
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○
日
時
　
２
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　
高
森
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
集
合

○
コ
ー
ス
　
６
区
間（
高
森
市
街
地
３
周
回
コ
ー

ス
）
６
・
６
㎞

○
チ
ー
ム
編
成
　
一
般
の
部
、
小
学
校
の
部
、

中
学
校
の
部
、
高
校
の
部

○
チ
ー
ム
人
員
　
監
督
１
名
・
選
手
６
名
・
補

欠
１
名

○
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
１
，
０
０
０
円
（
申
込

時
納
入
）

○
申
込
締
切
　
２
月
10
日
（
金
）

　
町
で
は
、
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、
保
護

者
が
町
内
に
居
住
す
る
「
高
校
生
」
及
び
「
大

学
生
」
を
対
象
に
、
奨
学
資
金
貸
し
付
け
の
募

集
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
３
月
23
日
（
金
）

ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係

　

℡
６
２- 

０
２
２
７

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

第
33
回
高
森
町
交
通
安
全
宣
言

駅
伝
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

※
表
彰
は
一
般
の
部
、
小
学
生
男
子
の
部
、
小

学
生
女
子
の
部
、
中
学
高
校
男
子
の
部
、
中

学
高
校
女
子
の
部
と
し
、
区
間
賞
の
ほ
か
、

多
数
の
賞
品
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
町
体
育
協
会
（
高
森
町
教
育
委
員
会
内
）

　

℡
６
２- 

０
２
２
７

瑞寶單光章受章
飯干  平朗さん

　平成23年「秋の叙勲」受章者が発表され、
飯干平朗さん（高森・昭和）が瑞寶單光章を受
章されました。飯干さんは昭和40年に消防団
に入団以来、火災や災害の際、第一線で消防活
動を行い、実に36年余りの長きに亘り消防業
務に貢献され今回の受章となりました。受章さ
れた飯干さんに心からお慶び申し上げます。また、
飯干さんは消防団活動に対して寄付されました。

高森中央小学校３年生
耕作放棄地でみさお大豆を収穫

　11月25日、高森中央小学校３年生が「み
さお大豆」の収穫を行いました。南阿蘇４Ｈ
クラブ高森支部の協力のもと、耕作放棄地の
解消を目的として企画されたものです。めぐ
り棒という農具を使い昔ながらの脱穀作業を
体験。児童たちは、「かまの扱いは難しかった
けど、めぐり棒は使えた。はやく豆腐を作っ
てみたい。」と話していました。
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熊
本
県
で
は
、
救
急
医
療
体
制
の
強
化
策
と

し
て
、平
成
24
年
１
月
16
日
（
月
）
に
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
（
基
地
病
院
：
熊
本
赤
十
字
病
院
）
の
運

航
開
始
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
、
救
急
搬
送

を
担
っ
て
い
る
県
防
災
消
防
ヘ
リ
「
ひ
ば
り
」

と
連
携
し
、
２
機
で
救
急
医
療
活
動
を
行
う
体

制
を
つ
く
り
ま
す
。

（
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
）

・
一
般
の
方
が
ヘ
リ
を
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
１
１
９
番
で
連
絡
を
受
け
た
消
防
機
関

が
、
患
者
の
け
が
や
病
気
の
状
況
な
ど
か
ら
、

ヘ
リ
で
運
ぶ
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

に
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
ヘ
リ
で
の
移
動
に
か
か
っ
た
費
用
を
支
払
う

セ
ン
タ
ー
で
は
成
人
の
日
を
機
に
下
記
の
と
お

り
特
別
相
談
「
若
者
消
費
者
１
１
０
番
」
を
実

施
し
ま
す
。
若
者
の
皆
さ
ん
、「
携
帯
電
話
等
の

架
空
請
求
」「
多
重
債
務
」「
ア
パ
ー
ト
・
借
家
等
」

「
エ
ス
テ
」
な
ど
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
で

し
た
ら
、
是
非
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
実
施
期
間
　
平
成
24
年
１
月
18
日
（
水
）
〜

１
月
20
日
（
金
）

○
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
１
月
20
日
（
金
）
の
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

に
は
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

※
無
料
法
律
相
談
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
予

約
し
て
い
た
だ
き
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

来
所
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
相
談
電
話　

０
９
６-

３
８
３-

０
９
９
９

○
相
談
機
関　

熊
本
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活

　
局
消
費
生
活
課
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
18
番
１
号
、
県
庁
行

政
棟
新
館
４
階
）

※
な
お
、
通
常
も
月
曜
〜
金
曜
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
ま
で
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
消

費
者
の
方
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
動
し
た
医
師
な

ど
が
行
う
治
療
に
要
す
る
費
用
は
支
払
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

・
ヘ
リ
が
飛
来
し
た
際
に
は
、
危
険
で
す
の
で
、

近
寄
ら
ず
、
消
防
機
関
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
）

　

熊
本
赤
十
字
病
院
建
築
推
進
室

　

℡
０
９
６-

３
８
４-

２
１
１
1

　
（
ヘ
リ
救
急
搬
送
体
制
）

　

熊
本
県
医
療
政
策
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
４
６

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
サ
イ
ト
利

用
に
伴
う
不
当
請
求
な
ど
、
若
者
を
ね
ら
っ
た

悪
質
商
法
の
手
口
は
ま
す
ま
す
悪
質
化
・
巧
妙

化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
旦
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
、
解
決
ま
で
に
時
間
が

か
か
っ
た
り
、
解
決
が
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
熊
本
県
消
費
生
活

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
を

開
始
し
ま
す

若
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
に
ご
注
意

「
若
者
消
費
者
１
１
０
番
」
を
実
施
し
ま
す

Takamori 2012・120



　
健
康
問
題
を
24
時
間
、

日
替
わ
り
で
お
送
り
し
ま
す
。

○
１
月
の
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

月
曜
日　

加
齢
黄
斑
変
性
症
と
は

　
　
　
　
中
心
が
歪
ん
で
見
え
ま
せ
ん
か
？

火
曜
日
　
お
年
寄
り
の
肺
炎

水
曜
日
　
こ
む
ら
が
え
り
（
か
ら
す
ま
が
り
）

木
曜
日　

お
口
の
中
と
全
身
疾
患
の
関
係

金
曜
日　

漢
方
医
か
ら
見
た
体
を
温
め
る
食
べ
物

土
・
日
曜
日
　
エ
ッ
チ
で
う
つ
る
病
気

☎
０
９
６-

３
８
５-

３ミ
ミ

ツ

ー

ワ

３
０
０

モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

　
相
談
内
容
（
相
続
・
遺
言
、不
動
産
登
記
、戸
籍
、

供
託
、人
権
に
関
す
る
事
項
等
）
に
法
務
局
職
員
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

及
び
公
証
人（
注
）が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

○
会
場
　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

○
日
時
　
平
成
24
年
２
月
12
日
（
日
）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
注
）
山
鹿
支
局
会
場
、
阿
蘇
大
津
支
局
会
場
及
び

人
吉
支
局
会
場
に
は
、公
証
人
は
駐
在
し
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

　

℡
０
９
６-

２
９
３-

２
２
７
２

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
す

久原川社会資本整備総合交付金
（火山砂防工事）１号砂防えん堤工事
蒲島熊本県知事が視察

　11月 24日、蒲島熊本県知事が県工事の
久原川社会資本整備総合交付金（火山砂防工
事）１号砂防えん堤工事を視察されました。
また、今回町長より２号砂防えん堤工事の早
期着工を要望されました。

高森・竹田・高千穂地域鳥獣害防止広域対策協議会

三地区合同現地視察検討会・講演会

　11 月 18 日、高森 ･ 竹田 ･ 高千穂地域鳥
獣害防止広域対策協議会の主催により高森総
合センターにて「三地区合同現地視察検討会・
講演会」が開催されました。講演では、「知っ
てからやる獣害対策」と題し、井上雅央先生
が講演。高森町・竹田市・高千穂町が合同で
有害鳥獣についての正しい知識を身について、
鳥獣被害を寄せ付けない地域づくりの推進に
役立てることを目的に開催されたものです。

　
本
誌
は
毎
月
３
，
２
０
０
部
を
印
刷
し
、
町

内
配
布
と
と
も
に
高
森
出
身
の
皆
さ
ま
に
も
お

送
り
し
て
「
ふ
る
さ
と
の
便
り
」
と
し
て
ご
愛

読
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
本
誌
は
メ
ー
ル
便
の
場
合
、
１
ヶ
月
に
80
円

か
か
り
ま
す
。（
広
報
誌
代
は
別
）

　
引
き
続
き
、
現
金
（
小
為
替
な
ど
）
や
、
90

円
以
下
の
少
額
切
手
で
１
年
分
程
度
の
ご
寄
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
企
画
係　

内
線
２
２
３

広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
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持
続
的
に
利
用
・
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
き

た
草
原
か
ら
、
私
た
ち
は
様
々
な
恩
恵
を
受
け

て
き
ま
し
た
。

〈
募
金
の
送
金
方
法
と
送
金
先
〉

　

下
表
の
い
ず
れ
か
の
金
融
機
関
の
口
座
宛
に

ご
送
金
い
た
だ
く
か
、
専
用
募
金
箱
（
市
町
村

役
場
な
ど
）
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
下
表
の
★
が
金
融
機
関
名
の
前
に
付
く
本
支

店
は
窓
口
で
専
用
振
込
用
紙
を
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
手
数
料
不
要
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
草
原
再
生
協
議
会
事
務
局

　
（
阿
蘇
自
然
環
境
事
務
所
）

　

℡
０
９
６
７-

３
４-

０
２
５
４

　

阿
蘇
草
原
再
生
募
金
事
務
局

　
（
阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
内
）

　

℡
０
９
６
７-

３
５-
１
１
１
０

○
期
間　

平
成
22
年
11
月
〜
平
成
25
年
３
月

○
目
標　

１
億
円

　

草
原
維
持
管
理
の
継
続
、
草
原
環
境
の
再
生
、

草
原
環
境
学
習
の
推
進
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す

阿
蘇
の
草
原
を
未
来
へ

阿
蘇
の
草
原
は
、
今
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す

〜
や
ぶ
化
が
進
む
草
原
〜

　
畜
産
業
の
低
迷
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
放

牧
頭
数
や
野
草
採
草
が
減
る
な
ど
、
草
原
維
持

管
理
の
し
く
み
が
崩
れ
、
利
用
さ
れ
な
い
草
原

が
増
え
て
い
ま
す
。

●
九
州
の
水
が
め
と
し
て
の
機
能
低
下

●
草
原
生
態
系
の
変
化

●
草
原
景
観
の
劣
化
に
よ
る
阿
蘇
の
観
光
へ
の

　
影
響
　
な
ど
。

　
阿
蘇
の
草
原
は
、
長
い
間
、
採
草
・
放
牧
・

野
焼
き
な
ど
、
地
元
の
人
々
の
生
業
と
と
も
に

育
ま
れ
、
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
行
わ
れ
る
野
焼
き
は
、
の
べ
１
４
，

０
０
０
人
以
上
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

阿
蘇
草
原
再
生
募
金
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

金融機関名 支店名 受取人 種別 口座番号

★肥後銀行 内牧
阿蘇草原再生募金事務局
阿蘇グリーンストック

普通 1316172

★熊本ファミリー銀行 阿蘇
阿蘇草原再生募金事務局
阿蘇グリーンストック

普通 3008481

ゆうちょ銀行
阿蘇草原再生募金事務局
阿蘇グリーンストック

01750-1
-122196

阿蘇農業協同組合
阿蘇町
中央支所

阿蘇草原再生募金事務局
阿蘇グリーンストック

0101758

★熊本第一信用金庫 大津
阿蘇草原再生募金事務局
阿蘇グリーンストック

普通 0094459
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痛
し
痒
し
　
家
取
り
し
き
る
母
は
喜
寿

や
り
直
し
　
棟
梁
の
目
は
　
甘
く
な
い

当
て
な
ら
ん
　
首
相
は
ど
し
こ
替
っ
て
も

冬
支
度
　
フ
サ
切
り
の
よ
う
乾
き
よ
る

冬
支
度
　
蟻
を
見
習
え
　
キ
リ
ギ
リ
ス

当
て
な
ら
ん
　
末
は
博
士
が
　
今
ニ
ー
ト

つ
い
と
ら
ん
　
弁
当
開
け
り
ゃ
　
箸
が
無
ァ

痛
し
痒
し
　
逢
え
ば
別
れ
が
辛
う
な
る

見
て
の
通
り
　
裏
も
表
も
あ
り
ま
せ
ん

冬
支
度
　
木
枯
ら
し
が
頬
撫
で
て
来
る

ひ
と
め
ぐ
り
　
病
室
で
手
も
合
せ
ら
れ

（
阿
蘇
御
神
火
会
）

睦
月

（
梅
香
苑
句
会
）

（
梅
香
苑
デ
イ
セ
ン
タ
ー
）

冬
ぬ
く
き
日
の
日
だ
ま
り
に
う
た
た
寝
す

紅
葉
散
る
赤
き
絨
毯
敷
く
ご
と
し

七
五
三
親
子
共
々
晴
れ
着
き
て

木
枯
し
に
手
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
道
急
ぐ

仏
壇
を
清
め
て
拝
む
神
無
月

冬
晴
れ
や
夢
と
襷
を
運
ぶ
君

冬
至
湯
の
柚
子
に
た
わ
む
れ
子
等
遊
ぶ

道
の
辺
の
草
紅
葉
愛
で
踏
み
入
り
ぬ

紅
葉
し
て
錦
織
り
成
す
里
の
山

木
枯
し
に
総
身
ゆ
だ
ね
山
の
樹
木

津
留
ツ
ヤ
子

林
　
　
修
一

渡
邉
　
里
見

山
崎
　
和
憲

住
吉
ス
エ
子

和
田
　
孝
之

中
川
　
和
美

林
　
　
輝
美

二
子
石
ハ
ル
子

除
田
ウ
ミ
ヲ

市
原
　
正
成

岡
本
　
琴
司

桐
原
　
白
酔

後
藤
　
愛
子

後
藤
　
信
子

佐
藤
多
可
雄

箸
本
き
み
子

藤
本
　
無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺
　
雲
海

健
康
体
操
・
矯
正
体
操
で

健
康
な
身
体
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

　
運
動
が
苦
手
な
方
や
若
い
人
か
ら
高
齢
の
方

ま
で
、
人
に
あ
わ
せ
る
こ
と
な
く
自
分
の
ペ
ー

ス
で
少
し
ず
つ
健
康
な
身
体
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ど
ち
ら
の
体
操
も
体
験
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
健
康
体
操
（
Ｓ
Ｇ
Ｍ
）　
音
楽
に
合
わ
せ
１
時

間
で
54
種
類
の
運
動
を
す
る
こ
と
で
全
身
の

筋
肉
を
動
か
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
身
体
を

作
り
ま
す
。

○
矯
正
体
操
（
Ｃ
Ｇ
Ｍ
）　
呼
吸
を
伴
う
ゆ
っ
く

り
と
し
た
運
動
で
、
骨
盤
な
ど
の
骨
格
の
矯

正
を
し
な
が
ら
、
正
し
い
姿
勢
と
均
整
の
と

れ
た
美
し
い
身
体
を
作
り
ま
す
。

○
日
時
・
場
所
　
①
毎
週
火
曜
日
の
午
後
８
時

〜
午
後
９
時
ま
で
・
高
森
中
学
校
体
育
館
、

②
毎
週
木
曜
日
の
午
後
８
時
〜
午
後
９
時
ま

で
・
色
見
総
合
セ
ン
タ
ー
、
③
毎
週
土
曜
日

の
午
後
４
時
〜
午
後
５
時
ま
で
・
色
見
総
合

セ
ン
タ
ー

○
月
謝　

３
，
２
０
０
円

※
動
き
や
す
い
服
装
で
バ
ス
タ
オ
ル
と
汗
拭
き

タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

責
任
者　

松
岡
明
美

　

℡
６
２-

１
４
８
１

　
熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無
料
の
登
記
相
談

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
土
地
・
建
物

等
の
売
買
・
贈
与
・
相
続
等
の
登
記
に
関
す
る

相
談
に
つ
い
て
熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
日
時
　
平
成
24
年
１
月
19
日
（
第
３
木
曜
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
た
だ
し
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除
き
ま
す
。

○
場
所
　
阿
蘇
市
役
所
２
階
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

℡
０
９
６-

３
６
４-

２
１
４
５（
代
表
）

無
料
登
記
相
談
所
開
設
し
ま
す
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☆
生
活
が
養
生
の
基
本
で
す
☆

　

人
間
に
は
本
来
、
昼
間
働
い
て
夜

休
む
と
い
う
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
単
な
る
習
慣
で
は
な
く
体
内
リ

ズ
ム
と
一
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
リ
ズ
ム
が
、
実
は
健
康
、
と
く
に

胃
腸
の
た
め
に
は
と
て
も
大
切
で

す
。

　

規
則
正
し
い
生
活
が
理
想
と
は
い

え
、
な
か
な
か
難
し
い
体
内
リ
ズ
ム

健康講座
H e a l t h y  c o u r s e

疲
れ
た
胃
腸
に

　
　
　
　
　
休
息
を

を
整
え
る
た
め
の
第
１
歩
は
、
一
日

三
食
、
決
ま
っ
た
時
間
に
食
事
を
食

べ
る
こ
と
で
す
。

☆
よ
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
休
む
☆

　

忙
し
い
と
つ
い
早
食
い
に
な
り
ま

す
が
、
噛
む
こ
と
で
唾
液
と
食
物
が

混
じ
り
あ
い
、
消
化
吸
収
さ
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。

・
一
口
30
回
噛
む
こ
と
が
目
安

　

ま
た
、
消
化
活
動
に
は
十
分
な
血

液
が
必
要
な
た
め
、
食
後
す
ぐ
動
い

た
り
、
入
浴
し
て
し
ま
う
と
、
胃
に

十
分
な
血
液
が
回
ら
な
く
消
化
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
食

後
は
、
少
し
ゆ
っ
く
り
と
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　忘年会に新年会、故郷へ帰って家族や友人と会い、
食も進み、お酒もすすむ。
　普段の健康管理はどこへやら、気づけば、アレ？
ちょっと体の具合が…。
　皆さんにも、少なからず身の覚え
のあることでしょう。
　今回は「胃腸」を回復させるため
の生活について、ご紹介いたします。

作り方
①　カップに片栗粉・緑茶粉末・砂糖（黒糖）・
　　しょうがを入れる。
②　水を入れてよく混ぜる。（緑茶が溶けるまで）
③　お湯を入れよく混ぜる。
※レンジで30秒位でも、とろ～りとなります。

材料（１人分）
・しょうがのすりおろし　……………
・緑茶（粉末）…………………………
・片栗粉　………………………………
・砂糖（黒糖）　………………………
・水　……………………………………
・熱湯　…………………………………

「とろーり緑茶しょうが湯」体が温まる の作り方

小さじ１
適量
ティースプーン２強
ティースプーン２
大さじ１
１５０ｃｃ

生姜は温める作用のほか、胃腸の調子を整え、食欲増進に効果があります。
体が温まることから、風邪のひきはじめには、ぜひどうぞ。
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●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
赤星　直晴　　林　　昭子
松本スイ子　　瀬井公吉郎
山本ヒサヱ　　今村　丈晴
工藤　安吉　　二子石オシエ

2011年 11月受付分（敬称略）

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
今
年
は
辰
年
。
竜
は
想

像
上
の
動
物
で
、
大
空

を
飛
ぶ
巨
大
な
イ
メ
ー

ジ
で
描
か
れ
ま
す
。
古

代
中
国
に
は
、
急
流
の

「
竜
門
」
を
魚
が
登
り
き

る
と
竜
に
な
る
と
い
う

「
登
竜
門
」
の
伝
承
が
あ

り
ま
す
ね
。
天
に
昇
る

「
竜
」
よ
う
な
元
気
な
年

に
し
た
い
も
の
で
す
。

人口／７，１５６人（－　8）
男性／３，４１４人（－　4）
女性／３，７４２人（－　4）
世帯／２，８０８戸（＋　3）

住　所

高　森・旭　通
芹　口・馬　場
野　尻・川　上
芹　口・馬　場
高　森・旭　通
高　森・津　留
野　尻・河　地

死亡者

荒牧スマコ
古庄　　奥
瀬井フミ子
赤星　髙義
工藤スミ子
今村　敏幸
山本今朝德

年　齢

77
80
97
97
83
79
84

御遺族

境　　真澄
古庄　正喜
瀬井公吉郎
赤星　直晴
工藤　安吉
今村　丈晴
山本ヒサヱ

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

（1月15日～2月12日分）

1
月
16
日

 

〜
2
月
15
日

　 １月１５日 渡 邊 内 科 ☎６７－１７７７

１月２２日 後 藤 医 院 ☎６７－００１９

１月２９日 阿 蘇 立 野 病 院 ☎６８－０１１１

２月　５日 藤 本 医 院 ☎６７－００２０

２月１１日 平 田 医 院 ☎６２－０２１６

２月１２日 のむら内科クリニック ☎０９６‒２９２‒２２５０

平成23年11月30日現在在在在

●
１
月
16
日（
月
）

　

役
場
支
払
日

●
１
月
19
日（
木
）

　

よ
い
歯
の
教
室（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
13
時
〜
16
時

●
１
月
24
日（
火
）

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
料
理
教
室（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

／
10
時
〜
13
時
30
分

●
１
月
25
日（
水
）

　

役
場
支
払
日

●
１
月
27
日（
金
）

　

年
金
相
談（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
10
時
〜
15
時

●
２
月
６
日（
月
）

　

役
場
支
払
日

●
２
月
７
日（
火
）

　

も
み
じ
会（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
９
時
30
分
〜
13
時

●
２
月
８
日（
水
）

　

ど
ぎ
ゃ
ん
会（
朋
遊
館
）／
９
時
30
分
〜
13
時

●
２
月
10
日（
金
）

　

６
か
月
児
健
康
相
談（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

／
９
時
30
分
〜
12
時

　

３
歳
児
健
診（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

／
13
時
30
分
〜
16
時

●
２
月
11
日（
土
）〜
３
月
11
日（
日
）

　

新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り（
町
内
各
会
場
）

●
２
月
15
日（
水
）

　

役
場
支
払
日
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【クリスマスツリー出展者】（順不同）
ベビーの託児室アンジェリカ、ＪＡ熊本厚生連、熊本県赤十字血液センター、熊本ＹＭＣＡ尾ヶ
石保育園、泰明電機株式会社、株式会社スペック、青山製作所熊本工場、色見保育園、グルー
プホームあそ和楽、ディアートハウス、南阿蘇訪問介護事業企業組合、高森東中学校、そば処
　慶恩、高森保育園、山見茶屋、休暇村南阿蘇、熊本県ユースホステル協会、ＪＡ阿蘇高森中央
支所、南阿蘇鉄道株式会社、伊澤製作所熊本工場、高森田楽村、ＦＣ　ＺＮＰＳ、特別養護老人
ホーム梅香苑、特別養護老人ホームひめゆり、阿蘇立野病院、熊本県信用組合高森支店、やま
康、高森石油合名会社、高森町商工会、高森町観光協会、福永測量設計、阿蘇森林組合高森支
所、平田医院、高森温泉館、高森寮地域活動支援センター、高森町社会福祉協議会、湧水館、高
森ドンキーズ、熊本日日新聞高森販売店、高森東小学校、高森幼稚園、ブーメラン根子岳、高森
町役場産業観光課、高森東保育園、田楽奥阿蘇、すこやか！子育てのつどい、喫茶「風」、ロー
ソン阿蘇高森店、ほっともっと高森町店

ご協力ありがとうございました。

幻想的な光のトンネル
　11月19日から12月31日まで、高森湧水トンネル公園で
「クリスマスファンタジー」が開催されました。全国でも珍
しい冬の風物詩として、毎年開催しており今年で９回目。
　トンネル内には、49基のクリスマスツリーが展示され、
訪れた人たちは時がたつのを忘れ、青や赤にキラキラ光るツ
リーと流れる水路が作り出す幻想的な光の世界を楽しんでい
ました。また、12月24日には子どもたちによるかわいらし
い「ハンドベル演奏」も行われました。

高森湧水トンネル


